
　

芝
池
宗
克
先
生
が
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
取

り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
従
来
の
一
斉
授
業
形
式

で
は
一
定
数
存
在
す
る
「
数
学
が
分
か
ら
な
い
」
と
い

う
生
徒
を
救
え
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
過
去
の
授
業
観
に

と
ら
わ
れ
ず
、
授
業
の
あ
り
方
を
再
設
計
す
る
必
要
性

を
感
じ
た
芝
池
先
生
は
、
２
０
１
０
年
頃
か
ら
、
ペ
ア

近畿大学附属高校・中学校
◎日本工業学校として設立、1949 年に現校名
に改称。2001（平成13）年に附属中学校と高
校を統合。タブレットや電子黒板などで授業の
ICT化を推進。英語特化コースの設置、留学制
度の充実など、グローバル教育にも注力する。
◎設立　1939（昭和14）年
◎形態　全日制／普通科／共学
◎生徒数　1学年約 930人
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維大、大阪大、大阪教育大、神戸大、和歌山大、
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702 人が進学。
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http://www.jsh.kindai.ac.jp/hs/

大阪府・私立
近畿大学附属高校・中学校
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教職歴29年。
同校に赴任して15年目。2010年頃から協働学習に着手、
13年度から反転授業を開始。

15:20 解答用紙の返却 授業
ハイライト

生
徒
自
身
が
作
っ
た
問
題
の

解
説
を
通
し
て
議
論
を
深
め
、

真
の
理
解
と
協
働
す
る
力
の
育
成
を
目
指
す

生徒が班ごとに自作した問題は、事前にクラス全員が解い
た上で作問した班に提出し、採点してもらう。この日の授
業では、まずその採点された答案が返却され、解説を行う
３つの班の代表者は解説の板書を進める。聞き役の班の
生徒たちは、それぞれどの班の解説を聞きに行くかを相談
して分担を決める。

●
２
年
次
数
学
Ⅱ
の
「
指
数
関
数
・
対
数
関
数
」
の
授
業
。

こ
の
日
は
、
生
徒
が
自
作
問
題
の
解
説
を
行
う
「
級
友
の
錬

磨
」
の
時
間
。
解
説
を
聞
く
側
の
生
徒
も
、
そ
の
内
容
を
ほ

か
の
生
徒
に
共
有
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
さ
ら
に
議
論
や
理

解
を
深
め
て
い
く
。

数学

実践

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
、

授
業
の
再
設
計
に
挑
む

芝
池
先
生
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

主体的・対話的で
深い学びへ
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や
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
っ
て
協
働
的
に
問
題
を
解
い
て
い

く
授
業
ス
タ
イ
ル
を
取
り
入
れ
始
め
た
。
当
初
は
、「
友

だ
ち
同
士
で
教
え
合
う
よ
り
も
、
先
生
の
説
明
を
聞
い

た
方
が
分
か
り
や
す
い
」な
ど
と
い
う
生
徒
の
声
も
あ
っ

た
が
、
13
年
度
、
学
校
全
体
で
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
に

よ
り
、
反
転
授
業
に
取
り
組
み
始
め
、
授
業
改
善
を
一

気
に
加
速
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
「
教
科
書
の
内
容
を
解
説
す
る
動
画
を
作
成
し
、
予

習
さ
せ
る
こ
と
で
、
授
業
で
は
演
習
や
協
働
的
な
学
び

に
時
間
を
割
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　

授
業
は
、「
教
師
主
導
の
演
習
↓
生
徒
主
導
の
協
働

的
な
学
び
↓
演
習
問
題
を
用
い
た
単
元
の
振
り
返
り
」

の
３
要
素
で
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
る
（
下
図
参
照
）。『
数
学

Ⅱ
』
の
「
指
数
関
数
・
対
数
関
数
」（
授
業
時
数
15
コ

マ
）
を
例
に
見
て
み
よ
う
。生
徒
は
、単
元
に
入
る
１
週

間
ほ
ど
前
か
ら
、
10
分
程
度
の
授
業
動
画
約
10
本
を
自

宅
で
視
聴
し
、
内
容
を
ノ
ー
ト
に
ま
と
め
て
、
基
礎
的

な
問
題
や
演
習
問
題
を
解
い
て
予
習
す
る
。
授
業
の
最

初
の
２
コ
マ
で
教
科
書
の
内
容
を
一
通
り
お
さ
ら
い
し
、

続
け
て
７
コ
マ
ほ
ど
で
、
演
習
問
題
を
使
っ
た
授
業
が
、

芝
池
先
生
主
導
で
行
わ
れ
る
。
こ
こ
で
も
、
講
義
一
辺

倒
で
は
な
く
、
ペ
ア
や
グ
ル
ー
プ
で
の
活
動
が
多
用
さ

れ
る
。
生
徒
た
ち
は
、
こ
こ
で
知
識
の
定
着
を
図
る
だ

け
で
な
く
、
こ
の
後
の
時
間
で
行
わ
れ
る
生
徒
主
導
の

協
働
的
な
学
び
に
向
け
て
、
芝
池
先
生
の
発
問
の
仕
方

や
場
づ
く
り
へ
の
配
慮
の
仕
方
を
学
び
取
っ
て
い
る
。

　
「
演
習
を
行
う
際
、
私
か
ら
解
説
す
る
だ
け
で
な
く
、

『
メ
タ
認
知
が
で
き
る
よ
う
に
、
ペ
ア
で
話
し
合
っ
て
み

よ
う
』、『
原
理
原
則
に
立
ち
返
る
た
め
に
、
定
義
を
お

互
い
に
確
認
し
て
み
よ
う
』
な
ど
、
時
機
や
内
容
に
応

じ
て
思
考
を
深
め
る
た
め
の
声
か
け
を
行
い
ま
す
。
協

働
学
習
を
取
り
入
れ
た
教
師
主
導
の
指
導
は
、
単
元
理

解
の
土
台
づ
く
り
で
あ
り
、
よ
り
高
次
の
分
析
力
、
活

用
力
を
育
む
た
め
の
学
び
の
導
入
で
も
あ
り
ま
す
」

　

そ
の
高
次
の
力
を
育
む
場
が
、
次
の
３
、４
コ
マ
ほ
ど

で
設
け
ら
れ
る
「
級
友
の
錬
磨
」
と
呼
ば
れ
る
時
間
だ
。

　

今
回
の
単
元
で
は
、10
〜
13
コ
マ
め
が「
級
友
の
錬
磨
」

■単元の基本的な流れ

家庭での予習　授業動画の視聴

授業　教師主導で行われる、協働的な学びを
取り入れた演習（９コマ）

授業　生徒主導で行われる、生徒作成問題に
よる「級友の錬磨」（４コマ）

授業　確認のための演習（２コマ）

家庭での復習　生徒作成の復習動画を視聴し、
他の班が作った問題をすべて復習して、レポー
トとして提出する

15:35 15:26先生の机間指導 各班の解説開始

芝池先生は、各班を巡回しながら解説に耳を傾け、議論を活
発化させるための発問や発表の仕方などについてアドバイス
することに注力する。

解説の時間は 20 ～25 分程度。解説役の生徒は、一方的な
説明にならないよう、適宜、聞き役の生徒に質問を投げかけ
たり、考えを聞いたりしながら進めていく。

自
作
の
動
画
で
予
習
さ
せ

授
業
は
演
習
と
協
働
学
習
に
充
て
る

発表は苦手でしたが、先生からもアドバイスをもらいな
がら回数を重ねるごとに、少しずつ解説が上手くなって
きているのを実感しています。

生徒の
声

解説者がしっかり理解していなければ分かりやすい説明
はできません。聞き役、解説者が同じクラスメートなので、
質問しやすく、どちらも理解が深まるのを感じます。

生徒の
声

自
作
の
問
題
で
思
考
を
促
す
発
問
を

生
徒
が
考
え
る
「
級
友
の
錬
磨
」

思
考
の
活
性
化
・
深
化
へ
の
配
慮
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だ
。
事
前
に
、
生
徒
が
３
人
一
組
の
班
に
分
か
れ
て
そ

れ
ぞ
れ
問
題
を
作
成
、
そ
れ
ら
を
ク
ラ
ス
全
員
が
解
き
、

採
点
も
作
問
を
担
当
し
た
班
の
生
徒
が
行
う
。
級
友
の

解
答
を
採
点
す
る
中
、「
な
ぜ
間
違
う
の
か
」「
別
解
は

な
い
か
」
な
ど
他
者
の
視
点
を
借
り
て
深
く
思
考
す
る
。

　

授
業
で
は
、
教
室
が
大
き
く
３
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら

れ
、
解
説
担
当
班
の
代
表
者
が
各
グ
ル
ー
プ
の
前
で
解

説
を
行
う
。
一
方
的
な
説
明
だ
け
で
な
く
、
質
問
を
投

げ
か
け
た
り
隣
同
士
で
考
え
さ
せ
た
り
す
る
な
ど
、
聞

き
役
の
生
徒
の
思
考
を
促
す
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
も
、

解
説
役
の
生
徒
の
仕
事
だ
。
解
説
を
聞
い
た
生
徒
は
、

自
分
の
班
に
戻
っ
て
、
理
解
し
た
内
容
を
自
分
の
言
葉

で
解
説
し
、
共
有
す
る
。
こ
こ
で
も
、
生
徒
が
解
説
役

と
聞
き
役
に
分
か
れ
て
議
論
し
、
理
解
を
深
め
て
い
く
。

　
「
級
友
の
錬
磨
」
で
は
、
解
説
役
の
生
徒
が
仲
間
の

思
考
を
活
性
化
さ
せ
る
発
問
を
で
き
る
か
ど
う
か
が
鍵

と
な
る
。
解
説
役
の
生
徒
は
、
芝
池
先
生
主
導
の
演
習

で
、
ど
の
よ
う
に
思
考
を
促
せ
ば
よ
い
か
を
体
験
的
に

学
ん
で
い
る
た
め
、
例
え
ば
、
理
解
が
難
し
い
箇
所
や

重
要
な
と
こ
ろ
は
わ
ざ
と
穴
埋
め
形
式
で
板
書
し
て
お

き
、
聞
き
役
の
生
徒
と
の
対
話
を
通
し
て
穴
埋
め
し
な

が
ら
解
説
す
る
な
ど
、
工
夫
を
凝
ら
す
。
ま
た
、
芝
池

先
生
は
、
解
説
役
の
生
徒
の
様
子
を
つ
ぶ
さ
に
確
認
し
、

例
え
ば
、
解
説
が
一
方
的
に
な
り
か
け
て
い
る
時
に
は

「
本
当
に
理
解
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
か
め
て
み

て
」
な
ど
と
、
思
考
を
促
す
発
問
の
仕
方
を
指
導
す
る
。

そ
れ
を
受
け
て
、
解
説
役
の
生
徒
は
、
理
解
が
追
い
つ

か
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
生
徒
が
出
て
き
た
と
判
断
し

た
時
は
、「
隣
同
士
で
話
し
合
っ
て
み
て
」
な
ど
と
全
員

が
理
解
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
て
進
め
る
。

　
「
数
学
的
な
思
考
力
だ
け
に
着
目
す
る
な
ら
、
教
師

主
導
の
演
習
の
方
が
効
果
的
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、﹃
級
友
の
錬
磨
﹄
で
は
、
相
手
に
分
か
り
や
す
く
伝

え
る
力
、
周
囲
の
思
考
を
促
す
力
、
発
言
を
引
き
出
す

力
な
ど
、
社
会
人
と
し
て
必
要
な
態
度
・
能
力
を
育
む

経
験
を
積
み
ま
す
。
発
問
の
質
を
高
め
る
こ
と
で
、
生

徒
が
お
互
い
を
深
い
思
考
の
場
に
引
き
込
み
合
い
、
教

室
が
よ
り
真
剣
な
学
び
の
場
に
な
る
の
で
す
」

　

芝
池
先
生
の
授
業
で
は
、
生
徒
の
主
体
性
が
欠
か
せ

な
い
。
そ
の
た
め
、
芝
池
先
生
は
事
あ
る
ご
と
に
社
会

「級友の錬磨」の後、解説担当の生徒が制作した復習
動画。単元に入る前の予習動画とともに、同校のポー
タルサイトにアップされる。

15:56

全班の解説が終わると、聞き役の生徒は自分の班に戻り、そ
れぞれ自分が聞いた解説の内容をほかの生徒にも共有する。
自分の答案を見ながら、間違っていた部分について質問した
り、確認したりしながら全員で理解を深めていく。この間も、
芝池先生は机間指導を行いながら、議論を深めていくための
アドバイスを必要に応じて与えていく。

15:47

比較的難度の低い問題を扱った班の解説が、20 分ほどで最
初に終了。芝池先生は、解説役の生徒に、「今回の問題を解
くためのポイントはどこにあるのか、皆がよく間違っていたと
ころはどこか」などと問いかける。また、聞き役の生徒には、「各
班に戻ってどんな発問をするのか」などと問いかけることで、
さらなる思考を促す。

内容の共有と振り返り 最初の班の解説終了

協
働
の
意
義
を
浸
透
さ
せ

活
動
の
指
標
を
明
確
に
示
す

場
づ
く
り
へ
の
配
慮

26 June 2017
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で
求
め
ら
れ
る
態
度
・
能
力
を
養
う
協
働
的
な
学
び
の

意
味
や
、
ク
ラ
ス
の
仲
間
が
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
で
真

の
友
情
を
育
む
と
い
う
、
い
わ
ば
学
校
の
本
質
的
な
価

値
な
ど
を
生
徒
に
説
明
す
る
。
ま
た
、「
級
友
の
錬
磨
」

で
は
、
聞
き
役
の
生
徒
が
受
け
身
に
な
っ
て
し
ま
わ
な

い
よ
う
、
聞
き
役
の
生
徒
が
解
説
役
の
生
徒
を
評
価
す

る
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
作
成
し
て
い
る
。
解
説
役
・
聞
き

役
ど
ち
ら
の
生
徒
も
、
ど
の
よ
う
な
観
点
を
重
視
し
て

授
業
に
臨
め
ば
よ
い
か
を
理
解
し
て
参
加
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

芝
池
先
生
の
受
け
持
つ
ク
ラ
ス
で
は
、
16
年
度
の
ベ

ネ
ッ
セ
の
進
研
模
試
１
年
次
１
月
の
偏
差
値
が
前
年
よ

り
３
・
５
ポ
イ
ン
ト
上
が
っ
た
。
だ
が
、
芝
池
先
生
が

そ
れ
以
上
に
成
果
を
感
じ
て
い
る
の
は
、
作
問
・
採
点

を
通
し
て
生
徒
同
士
が
真
剣
に
議
論
す
る
姿
が
日
常
的

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
対
話
を
通
し
て
と
も
に
考

え
る
雰
囲
気
が
定
着
し
て
い
る
点
だ
。

　

一
方
、
課
題
は
生
徒
の
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
だ
。

　
「
予
習
動
画
の
視
聴
や
作
問
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
に
取
り
組
ま
せ
て
い
る
の
で
、
相
応
の
時
間
が
必
要

で
す
。
他
教
科
と
連
携
し
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
家
庭
学
習

が
で
き
る
こ
と
に
配
慮
し
な
が
ら
、
よ
り
効
果
的
な
協

働
的
学
び
を
実
現
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

学習内容

自校の生徒の特性を
踏まえた各学習内容に
おける主な目標

（身につけさせたい力・姿勢）

左記の力・
姿勢の「学
力の3要素」
への分類

左記の力・姿勢を
育むための
指導内容

教師による
発問・働きかけの

内容

教師が特に
観察・配慮すべき点

問題ごとに
３グループに
分かれて
生徒による
解答・解説

「問い学ぶ」態度
生徒が作った問題を
全員が解き、解説す
ることで、単元内容
の定着を図るだけで
なく、思考力（分析す
る力、評価する力）、
発表する力も育む。

• 知識
• 技能
•思考力
• 表現力
•主体性
• 協働性

【生徒】１回の授業で３班が同
時に解説を行う。一方的に説
明するだけでなく、質問を投げ
かけたり隣同士で考えさせたり
して、通常教師が行うようなファ
シリテーションを生徒が行う。

【教師】グループ間を巡視しな
がら、解説者の発問は適当か、
議論に参加していない生徒はい
ないか、解説内容に論理の飛
躍はないかなどを確認する。

解説担当の生徒
には、聞き役の
生徒の思考を促
す発 問 の 仕 方、
説明の仕方を指
導する。

解説者は多くの生徒が発表できる
ようにローテーションを組ませる。
教師はすべての解説を聞くことが
できないため、授業開始直前の
生徒とのやりとりなどを通して、
事前に解説する生徒の様子を把
握して、どのグループに注意を向
けるべきか見当をつけておく。

教師の役割は、すべて解説担当
の生徒に委ね、説明を受ける生
徒の思考が深まる発問ができてい
るか、議論が深まる問いかけがで
きているかという観点で机間指導
を行い、解説者へのアドバイスを
通して議論の活性化を促す。

各班に戻り、
解説内容を
共有

聞いた解説内容をほ
かの生徒に説明する
ことで、さらなる理解
の深まり、発表する
力の向上を図る。

• 知識
• 技能
•思考力
• 表現力
• 協働性

【教師】議論が活発に行われて
いるか、特定の生徒だけが議
論に加わっていないかなどを
チェックしながら机間指導を行
う。

机間指導を行い
ながら、各班で
の解説内容の共
有が表面的なも
のにとどまらな
いよう、班の中
での説明の仕方
などを指示して
いく。

生徒が主体的に動けているか、自
分の役割を果たしているかを確認
する。

演習内容の
振り返り

解説の中身や議論の
内容を踏まえて、もう
一度個人で答案を振
り返ることによって、
より深い学びに向か
う態度を養う。

• 知識
• 技能
•思考力

【生徒】解説内容を班内で共有
した後、添削を受けた自身の
答案を振り返り、どこに問題が
あったのか、作問の意図はどこ
にあったのか、自分ならどのよ
うに問題をアレンジするかなど
に思考を巡らせる。

個人で深く考える時間のため、あ
えて発問はしない。

＊芝池先生作成の授業デザインシートを編集部が一部改編

授業デザインシート

【教科・科目】数学Ⅱ	
【分野・単元】指数関数・対数関数　
【テーマ・作品】　章末演習（級友の錬磨）

【設定時数】15 時間中の 10 時間目	
【本時全体の目標】 生徒による問題解説、生徒同士の議論を通して知識
をスキルに昇華させる

〈参考文献〉芝池宗克・中西洋介（2014）『反転授業が変える教育の未来―生徒の主体性を引き出す授業への取り組み』明石書店
中西洋介（2017）「反転授業：アクティブ・ラーニング実現は『問い学ぶ』教育に道（よ）る」大学英語教育学会（JACET）関西紀要第 19 号 P.21ー39
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